

































であった［藤原2012:155］。原資料はЕжемесячный экономический журнал 























































1936年10月に関東軍嘱託となっている［РГАЭ РФ. Ф.1070. Оп.1.Д.66.Л.43］。
 5）形式的には戦後に、銀行が所有していた株がハルビン支店のオストレンコ
を通じてソ連の「ダリヴネシュトランス」に売却され、1945年11月29日の



























る。その人口は 1922年に 15万 5402人、1925年に 9万 2825人を記録し







が 8050人、帰化人は 4316人、無国籍者が 3万 624人となり、その後も
さらにロシア人人口は減少を続け、1937～ 38年の無国籍者の数は 2万




















4 - 1 ．1928 年、1931 年








いた［РГАЭ РФ . Ф .1070. Оп .2. Д .12.］。
































とのやり取りのなかで（РГАЭ РФ . Ф .1070. Оп .1. Д .46）、1936年 4月16日














表 1　チューリン百貨店の従業員（1936年 2月 18日現在）
正社員 日雇い社員 出来高契約社員 計
男性 女性 計 男性 女性 計 男性 女性 計 男性 女性 計
本店 427 90 517 125 8 133 145 - 145 697 98 795
（%） 82.6 17.4 100 94.0 0.6 100 100 100 87.7 12.3 100
キタイスカヤ 149 38 187 3 1 4 - - - 152 39 191
（%） 79.7 20.3 100 75 25 100 79.6 20.4 100
馬家溝 17 5 22 - - - - - - 17 5 22
（%） 77.3 22.7 100 77.3 22.7 100
計 593 133 726 128 9 137 145 - 145 866 142 1008
（%） 81.7 18.3 100 93.4 6.6 100 100 100 85.9 14.1 100
出所：РГАЭ Ф .1070, Оп .1, Д .67. Л .7.
藤原　克美98
図 2　本店従業員の年齢構成（1936年）
出所：РГАЭ Ф .1070, Оп .2, Д .26.より筆者作成
次にハルビン本店で働く従業員の年齢構成を見てみよう（図 2）。そ
れによると、40~44才が 78人で最も多く、次いで多いのが 20~24才



































民　族 国　籍 民　族 国　籍
ハルビン 新疆
1 Фюттерер Э.О. ドイツ ドイツ 24 Мальш А.В. ドイツ ドイツ
2 Роттман Г.Э 〃 〃 25 Вирфель Н.К. 〃 〃
3 Бергман Э.Э. 〃 エミグラント 奉天
4 Рогенгаген К.А. 〃 ドイツ 26 Ратьен А. ドイツ ドイツ
5 Есенская Пауке О.И. チェコ 〃 27 Плотц В.И. 〃 〃
6 Эверт В.Р. ドイツ 〃 大連
7 Голлан Ф.И. 〃 〃 28 Будде К.К. ドイツ ドイツ
8 Гартунг Н.И. 〃 ラトビア 神戸
9 Новотный Я.И. チェコ ドイツ 29 Венцель Р.Ф. ドイツ ドイツ
10 Кунст И.А. ドイツ 〃
11 Вицке Б.Е. 〃 エミグラント
12 Гайплер Г.Р. 〃 ドイツ
13 Верман Э.П. 〃 エストニア
14 Гейнрих Н.Т. 〃 エミグラント
15 Трендель Р.Ф. 〃 ドイツ
16 Квиринг Ф.Ф, 〃 エミグラント
17 Гольдау О.Ф. 〃 ドイツ
18 Опиц Г.Г. 〃 〃
19 Нейман А.Т. 〃 エミグラント
20 Вирфель А.К. 〃 ドイツ
21 Вильдтгрубе А.Н. 〃 エミグラント
22 Блодиг Г.Т. 〃 ドイツ
23 Фрейганг 〃 エミグラント






人（11.9%）であった。1936～ 40年の 4年間で従業員がさらに 100人
以上増えたことになる。
興味深いのは、ロシア式の名前を使っている中国籍の人物がいた
ことである。それは、Ma-dy-bin Vladimir Borisovich、 Ma-si-ven Voris 






































職業 人数 職業 人数
販売員 20 暖炉工 1
通訳 6 クラーク 4
労働者 8 オフィスワーカー 1
見習工 6 配達人 4
旋盤工 1 発送人 2
見習旋盤工 1 集金人 1
ニッケル職人 1 仲介人 1
エンジニア 3 掃除夫 7
機械工 1 門番 1
大工 2 ボーイ 3
研磨工 1 少年 5















る。高木と2人の中国人は終戦まで株主でもあった ［РГАЭ РФ . Ф .1070. 
Оп .2. Д .66］。
5 ． 顧客とサービス














取引をせよ」である。」［РГАЭ Ф .1070, Оп .1, Д .27, Л .9.］と述べ、日
本人の顧客については、「日本人とのビジネスの発展が最も重要で大き









































出所：РГАЭ Ф .1070, Оп .2, Д .86, Л .137.
表 5　外国語の知識に関するアンケート（1937~38年頃）
良い 平均 弱い 計
英語 82 85 112 279
ドイツ語 44 33 33 110
フランス語 10 17 9 36
日本語 35 46 30 211
中国語 92 47 62 201
計 263 28 346 837
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